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「
お
客
様
の
笑
顔
が
す
べ
て
の
始
ま
り
」

　

縮
小
傾
向
に
あ
る
現
在
の
飲
食
業
界
に

あ
っ
て
、目
覚
ま
し
い
成
長
を
続
け
て
い
る
株

式
会
社
ト
リ
ド
ー
ル
。始
ま
り
は
1
9
8
5

年
、社
長・粟
田
貴
也
が
地
元
の
駅
前
に
構
え

た
小
さ
な
焼
き
鳥
店『
ト
リ
ド
ー
ル
3
番
館
』

だ
っ
た
。１
号
店
な
の
に
3
番
館
と
し
た
の
は
、

「
最
低
で
も
3
店
は
出
し
た
い
」と
い
う
決
意

の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
時
、粟
田
は
弱
冠
23
歳
。し
か
し
思
う

よ
う
に
客
足
は
伸
び
ず
、打
開
策
と
し
て
営
業

時
間
を
延
長
し
た
。「
周
囲
に
夜
遅
く
ま
で
営

業
し
て
い
る
店
が
な
か
っ
た
の
で
、そ
の
時
間
帯

は
競
争
が
少
な
い
と
考
え
た
の
で
す
」。　
　

　

洋
風
居
酒
屋
に
手
応
え
を
感
じ
た
粟
田

は
、外
観
か
ら
料
理
ま
で
女
性
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
新
店
舗
を
開
店
す
る
な
ど
、事
業
の

拡
大
を
模
索
。そ
の
後
、車
で
の
来
店
が
多
い

と
わ
か
る
と
、郊
外
型
の
店
舗
を
展
開
し
て
成

果
を
あ
げ
る
。し
か
し
ほ
ど
な
く
、イ
タ
リ
ア

ン
や
創
作
料
理
な
ど
の
多
く
の
本
格
レ
ス
ト
ラ

ン
が
続
々
と
郊
外
へ
進
出
、過
当
競
争
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
く
。

　

そ
う
な
る
と
、よ
り
競
争
の
少
な
い
市
場
を

探
す
の
が
粟
田
の
戦
略
だ
っ
た
。「
近
所
の
ご
家

族
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
店
こ
そ
事
業
拡
大

に
つ
な
が
る
」と
考
え
、家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ

12

今年 8 月に 500 店舗到達を果たした『丸亀製麺』を主力とする
トリドール快走の理由とは何なのか──？
そして悲願の国内 1,000 店舗達成に向けた次なる戦略とは？

記
念
す
べ
き
１
号
店
は『
ト
リ
ド
ー
ル
３
番
館
』

試
行
錯
誤
の
末
、「
本
物
志
向
」へ

19851990

営
業
時
間
を
延
長
す
る
と
、仕
事
を
終
え
た

同
業
者
ら
で
賑
わ
う
よ
う
に
な
り
、事
業
は

好
転
。だ
が
、当
時
ま
だ
粟
田
は
自
信
が
持
て

な
い
で
い
た
。肝
心
の
そ
れ
ま
で
の
時
間
帯
に
、

お
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、酎
ハ
イ
ブ
ー
ム
で
居
酒
屋

に
女
性
客
が
増
え
て
い
る
と
い
う
記
事
に
ヒ
ン

ト
を
得
た
粟
田
は
、す
ぐ
に
洋
風
メ
ニュ
ー
や

カ
ク
テ
ル
類
を
充
実
さ
せ
て
、近
辺
に
な
か
っ

た
女
性
の
た
め
の
洋
風
居
酒
屋
へ
と
転
換
。口

コ
ミ
で
噂
は
広
ま
り
、や
が
て
女
性
客
が
集
う

人
気
店
と
な
る
。

ト
に
し
た
和
風
焼
き
鳥
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
展
開

し
た
の
で
あ
る
。

　

店
内
に
は
子
連
れ
客
が
利
用
し
や
す
い
小

上
が
り
を
設
け
、茶
の
間
の
雰
囲
気
を
再
現
。

大
型
店
で
あ
り
な
が
ら
、手
づ
く
り
を
重
視

し
、メ
ニュ
ー
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
も
徹
底
し
た
。

「
業
態
は
何
で
あ
れ
、本
質
は
同
じ
。お
客
様

に
喜
ば
れ
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、利
用
し
て

い
た
だ
け
な
い
の
で
す
」。

　

本
物
志
向
の
店
づ
く
り
は
、ポ
ス
ト
フ
ァ
ミ
レ

ス
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
。そ
し
て
成
功
を

確
信
し
た
粟
田
は
、上
場
準
備
に
着
手
し
た
。

本社の入口には、粟田自筆による創業店『トリドール3番館』の看板が。

1998年、初のファミリー向け和風焼き鳥ダイニ
ングとしてオープンした『とりどーる』二見店。

お客様に喜んでいただくため──。焼き鳥の
一本一本に心を込めた。

1992年に開業した洋風焼き鳥酒場『トリ
ドール』東神吉店。

社長・粟田貴也が語る
逆風も追い風に変えた
トリドールの躍進力。

特 集
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「
安
く
て
う
ま
い
”本
質
“と
”こ
だ
わ
り
“を
追
求
」

　

し
か
し
、思
わ
ぬ
逆
風
が
吹
く
。鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
あ
る
。ま
た
、回
転
ず
し
な

ど
、ポ
ス
ト
フ
ァ
ミ
レ
ス
を
狙
う
様
々
な
業
態

が
登
場
し
た
の
も
こ
の
時
期
だ
。「
こ
の
状
況

で
、焼
き
鳥
で
全
国
展
開
を
目
指
す
の
は
難

し
い
」。
そ
う
感
じ
た
粟
田
は
、上
場
を
断
念

す
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら「
厳
し
い
市
場
で
競

争
に
勝
と
う
と
す
る
と
様
々
な
負
荷
が
か
か

る
が
、競
争
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
商

売
を
す
れ
ば
、優
位
に
展
開
で
き
る
」と
の
信

念
を
得
て
い
た
粟
田
は
、こ
こ
で
も
未
成
熟
で

競
合
が
少
な
く
、成
長
を
見
込
め
る
マ
ー
ケ
ッ

　
『
丸
亀
製
麺
』が
軌
道
に
乗
っ
た
の
は
、シ
ョッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
S
C
）へ
の
出
店
だ
っ
た
。

「
当
時
、フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
”早
か
ろ
う
安
か

ろ
う
“が
主
流
。美
味
し
い
も
の
を
安
く
お
出

し
す
れ
ば
、集
客
を
見
込
め
る
と
思
い
ま
し

た
」
と
栗
田
は
語
る
。そ
し
て
、「
フ
ー
ド
コ
ー

ト
で
本
物
志
向
の
う
ど
ん
を
作
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
」と
、狭
い
厨
房
に
製
麺
機
を
備

え
、真
剣
勝
負
で
打
ち
た
て
茹
で
た
て
の
実
演

販
売
を
行
っ
た
。

　

S
C
の
流
通
網
と
と
も
に『
丸
亀
製
麺
』も

全
国
に
店
舗
を
拡
大
、ど
の
地
域
で
も
成
果

を
あ
げ
て
い
く
。全
国
区
で
の
成
功
に
自
信
を

『
丸
亀
製
麺
』デ
ビ
ュ
ー
の
裏
に
―
―

全
国
に
続
々
と
店
舗
展
開
し
て
、『
丸
亀
製
麺
』急
成
長

20002005

ト
を
見
つ
け
る
。「
セ
ル
フ
う
ど
ん
」で
あ
る
。

　

2
0
0
0
年
か
ら
展
開
を
始
め
て
い
た

『
丸
亀
製
麺
』の
開
業
動
機
は
、粟
田
の
父
親

の
出
身
地・
香
川
県
で
よ
く
見
か
け
た
安
価

な
セ
ル
フ
う
ど
ん
店
が
関
西
に
あ
っ
た
ら
面
白

い
、と
考
え
た
か
ら
だ
。当
初
は
主
力
事
業
で

は
な
く
、テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な
位
置
づ

け
だ
っ
た
が
、時
は
折
し
も
低
単
価
時
代
。「
安

く
て
美
味
し
い
本
格
的
な
う
ど
ん
は
、お
客
様

に
支
持
さ
れ
る
と
確
信
し
ま
し
た
」と
、ト
リ

ド
ー
ル
は『
丸
亀
製
麺
』に
力
を
集
中
す
る
よ

う
に
な
る
。

得
る
と
、自
家
製
麺
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ラ
ー
メ
ン
な

ど
の
業
態
に
も
応
用
し
、一気
呵
成
に
出
店
攻

勢
を
か
け
た
。

　

こ
う
し
て
ト
リ
ド
ー
ル
は
右
肩
上
が
り
に

業
績
を
伸
ば
し
て
、
2
0
0
6
年
、東
証
マ

ザ
ー
ズ
に
念
願
の
上
場
を
果
た
す
。翌
年『
街

づ
く
り
三
法
』が
施
行
さ
れ
て
S
C
中
心
の

店
舗
展
開
に
限
界
が
見
え
て
く
る
と
、同
業

態
の
競
合
が
少
な
か
っ
た
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
へ
の

出
店
に
素
早
く
シ
フ
ト
。業
績
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
て
い
く
。そ
し
て
、
2
0
0
8
年
、つ
い

に
東
証
一部
で
も
上
場
を
果
た
し
た
。

上場セレモニーの会場にて。
ちょうど『丸亀製麺』の国内500店舗目となった別府店と鴨島
店（ 2011年8月31日、同日出店）。 当初『丸亀製麺』の主戦場だったSCのフード

コート。
『丸亀製麺』第１号店はこの加古川店。店名よ
り「釜揚げうどん専門店」の文字が大きい。

　

中
期
目
標
に
国
内
1
0
0
0
店
舗
達

成
を
掲
げ
た『
丸
亀
製
麺
』は
、今
年
8
月
、

5
0
0
店
に
到
達
し
た
。「
お
客
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
創
業
の
原
点
を
社
員
全
員

で
共
有
し
、実
践
し
て
き
た
結
果
」と
粟
田
は

語
る
。

　

無
駄
な
コ
ス
ト
は
徹
底
的
に
抑
え
る
一
方
、

全
国
展
開
し
て
い
る
の
に
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

を
設
け
ず
、各
店
が
毎
朝
ダ
シ
を
仕
込
み
、製

麺
機
で
う
ど
ん
を
打
つ
。天
ぷ
ら
や
お
に
ぎ
り

な
ど
の
サ
イ
ド
メ
ニュ
ー
も
手
づ
く
り
。オ
ー
プ

ン
キ
ッ
チ
ン
の
厨
房
は
、打
ち
た
て
茹
で
た
て
の

プ
ロ
セ
ス
を
見
な
が
ら
メ
ニュ
ー
を
選
ぶ
楽
し

目
標
に
向
か
っ
て
―
―
早
く
も
5
0
0
店
舗
を
達
成
！

2011

さ
や
、作
り
た
て
を
食
べ
る
喜
び
と
いっ
た
、小

さ
な
感
動
も
提
供
し
て
い
る
。さ
ら
に
、品
質

向
上
の
た
め
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
に
も
労
を

惜
し
ま
な
い
。

　

焼
き
鳥
店
か
ら
洋
風
居
酒
屋
、そ
し
て
セ
ル

フ
う
ど
ん
─
─
。よ
り
ニッ
チ
な
市
場
へ
と
身

を
移
し
て
き
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
勝
て

る
土
俵
を
素
早
く
見
つ
け
、過
当
競
争
で
疲

弊
す
る
こ
と
な
く
、そ
の
分
お
客
様
に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
も
の
を
し
っ
か
り
提
供
し
て
い
る

の
で
す
」と
粟
田
は
言
う
。そ
う
し
た
言
葉
の

裏
側
に
、ト
リ
ド
ー
ル
大
躍
進
の
理
由
が
隠
さ

れ
て
い
た
。
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ト
リ
ド
ー
ル
は
様
々
な
逆
風
を
追
い
風
に
変
え
、

倍
々
ゲ
ー
ム
の
成
長
を
続
け
て
き
た
。『
丸
亀
製
麺
』は

目
標
で
あ
る
国
内
1
0
0
0
店
舗
出
店
の
中
間
点
で

あ
る
5
0
0
店
舗
を
早
く
も
ク
リ
ア
し
た
。

　

と
は
い
え
、国
内
の
経
済
全
体
が
低
迷
し
て
い
る
い

ま
、目
標
の
達
成
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。そ
こ
で

粟
田
は
、新
た
に
３
つ
の
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
海
外
市
場
へ
の
進
出
だ
。中
国
や
東
南
ア

ジ
ア
を
は
じ
め
、こ
れ
か
ら
外
食
産
業
の
急
成
長
が
見

込
め
る
国
は
少
な
く
な
い
。ふ
た
つ
目
は
、新
し
い
小
型

タ
イ
プ
の
店
舗
展
開
で
あ
る
。今
後
は
人
口
の
多
い
地

方
中
核
都
市
や
都
心
の
駅
前
や
オ
フ
ィ
ス
街
に
も
積

極
的
に
進
出
し
、立
地
の
特
性
に
応
じ
た
展
開
を
行
っ

て
い
く
と
い
う
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、情
報
発
信
力
の
強
化
だ
。

S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）な
ど

を
効
果
的
に
活
用
し
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し

て
セ
ル
フ
う
ど
ん
の
魅
力
を
伝
え
、丸
亀
製
麺
の
フ
ァ
ン

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
「
う
ど
ん
は
美
味
し
く
て
ヘ
ル
シ
ー
志
向
で
低
単

価
。目
標
は
必
ず
達
成
で
き
ま
す
。そ
し
て
、う
ど
ん

店
と
い
え
ば
誰
も
が
丸
亀
製
麺
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
、う
ど
ん
業
態
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
」と
粟
田
は
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

海外1号店ワイキキ店の賑わいの様子

●丸亀製麺 twitter
http://twitter.com/marugame_sm
  　   （公式アカウント）    @marugame_sm

●丸亀製麺 facebookページ
http://www.facebook.com/marugame

twitter

facebook

● Japan
● HawaiiShanghai ●

● Thailand

ト
リ
ド
ー
ル【
明
日
】へ
の
戦
略

『
丸
亀
製
麺
』の

1
0
0
0
店
舗
達
成
に
向
け
て

い
ま
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
こ
と

代表取締役社長　粟田 貴也

第16期
（2006年3月期）

第18期
（2008年3月期）

第20期
（2010年3月期）

第21期
（2011年3月期）

第22期
（2011年10月31日現在）

数年後

累計
店舗数
28108

329
448

524

1,000

丸亀製麺 国内1,000店舗を目指して──戦 　 略 　 3

無 限 の 可 能 性を秘 め た 海 外 戦 略
　2011年4月1日、『丸亀製麺』はハワイに海外第1号店「MARUKAME 

UDON Waikiki Shop」を出店。「ハワイの食事は値段が高い」「美味し

い和食がない」といった声が多いなか、旅行者をはじめ、現地のお客

様にもご好評いただいています。現在、その他の国々でも出店準備を

進めており、外食産業の成長が見込めるタイ、中国への出店計画も進

行中です。

S N S 活 用 で 情 報 発 信 力を強 化
　『丸亀製麺』をはじめとする各業態では、Twitterやfacebook等の

SNS（ソーシャルネットワークサービス）の活用により積極的に情報を

発信し、友人同士の口コミによる新規顧客の開拓やファン層の拡大を

図っています。

　2011年2月よりスタートした『丸亀製麺』のTwitterのフォロワーは

既に11,000名以上（2011年10月末現在）。今後も、タイムリーな情

報発信とお客様とのダイレクトなコミュニケーションにより、ファンづく

りに取り組んでまいります。

テイクアウトメニューの「きつねう
どん」（写真左）と「天丼」。（『丸亀製
麺』新宿文化クイントビル店で試験
販売中）

次世代の成長エンジンとして海外市場を開拓中
●2010年 7月　  　米国ハワイ州に初の海外子会社設立
●2010年11月　 　香港に海外子会社設立
●2011年 4月　 　『丸亀製麺』海外1号店をハワイ・ワイキキにオープン
●2011年 4月　  　 上海に海外孫会社を設立
●2011年度中 　　タイに出店予定
●2011年度中  　　中国に出店予定　

出店立地の汎用性を高め、あらゆる利用動機に対応
　現在『丸亀製麺』はロードサイドを中心に展開していますが、国内

1,000店舗を目指し、集客と採算が見込める新たな立地への出店も推

進していきます。たとえば、人通りの多い繁華街などでの小〜中規模

店舗もそのひとつ。また、オフィスビルなどで昼食ピーク時に店内に入

れないお客様のためのテイクアウトの検証を始めるなど、あらゆる利

用動機に対応してまいります。

（海外戦略イメージ図）
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計画を上回る71店舗の出店
と堅調な既存店に支えられ、
継続的に伸張。

計画を上回る70店舗の出店
と堅調な既存店に支えられ、
継続的に伸張。

売上が堅調に推移したことに
伴い、販管費率が低減され利
益に寄与。
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流動負債
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純資産合計

負債純資産合計

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

◎貸借対照表   （単位：百万円）

科目 第22期中間期（連結）
（2011年9月30日現在）

第21期中間期（連結）
（2010年9月30日現在）

6,432

23,187

15,190

214

7,782

10,064

11,037

8,517

29,619

6,121

25,597

17,002

202

8,392

10,369

11,893

9,456

31,718

9,555

28,360

19,020

212

9,127

12,485

14,773

10,656

37,915

売上高

売上原価 

売上総利益 

販売費及び一般管理費 

営業利益

経常利益

当期純利益

◎損益計算書  （単位：百万円）

科目

◎キャッシュ・フロー計算書  （単位：百万円）

科目

第21期本決算（連結）
（2011年3月31日現在）

29,728

7,519

22,209

18,693

3,515

3,389

1,618

   

23,829

5,840

17,988

15,190

2,797

2,675

1,112

    

48,835

12,425

36,409

31,647

4,762

4,567

2,019

4,447

△3,729

2,457

3,173

4,560

7,734

2,677

△3,979

1,601

300

4,662

4,962

5,465

△8,006

2,447

△101

4,662

4,560

第22期中間期（連結）
（2011年4月1日から2011年9月30日まで）

第21期中間期（連結）
（2010年4月1日から2010年9月30日まで）

第21期本決算（連結）
（2010年4月1日から2011年3月31日まで）

第22期中間期（連結）
（2011年4月1日から2011年9月30日まで）

第21期中間期（連結）
（2010年4月1日から2010年9月30日まで）

第2１期本決算（連結）
（2010年4月1日から2011年3月31日まで）

（注）2011年3月期第2 四半期より連結決算に移行しております。

経常利益率は11.4%と好調
を維持、当期純利益は中間期
で過去最高益を達成。

大量出店による借入金増加に
より、一時的な自己資本比率
の低下。

自己資本比率
計画を上回る出店による設備投資を実施したため、自己資本比率
は当社目標値の30%を一時的に下回り27.7％となりましたが、今
後数値は改善する見込みです。

有利子負債依存度
引き続き積極的な設備投資を行いましたが、利益面が堅調に推移
したことにより、当中間期の有利子負債額は50.5％と、弊社におい
て安全性の指標としている50％とほぼ同水準を維持することがで
きました。今後とも、安全性にも配慮しつつ、積極的な設備投資を
進めてまいります。

売上高
国内においては計画の65店舗を上回る70店舗、海外で1店舗の新
規出店を行ったことと、堅調な既存店売上に支えられ、当中間期に
おける売上高は29,728百万円となり、堅調に推移しました。

利益面
一部原価率の上昇はあったものの、売上が堅調に推移したことに
より固定費割合が低下し、経常利益率は11.4％と高い水準を維持
しています。なお、当中間期の当期純利益は1,618百万円と計画を
大幅に上回り、中間期での過去最高益を達成しました。

キャッシュフロー
　営業活動によるキャッシュフローは、税金等調整前四半期純利
益32億43百万円、減価償却費16億57百万円を計上した一方、法
人税等の支払いによる支出が10億4百万円あったこと等により、
44億47百万円の収入となりました。
　投資活動によるキャッシュフローは、新規出店に伴う有形固定
資産の取得による支出30億1百万円等により、37億29百万円の
支出となりました。
　財務活動によるキャッシュフローは、主に長期借入金による収
入60億円があった一方で、借入金返済による支出29億94百万円
があったこと等により、24億57百万円の収入となりました。
　なお、当中間期末時点で、フリーキャッシュフローの黒字化を達
成しました。
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◎会社概要
社              名	 株式会社トリドール

主な事業内容	 飲食店の経営

設             立	 1990年6月11日　有限会社トリドールコーポレーション設立

	  1995年10月28日　株式会社トリドールに組織変更

資 本 金 	 13億1,829万6千円（2011年9月30日現在）

従 業 員 数 	 社員数／ 483人（2011年9月30日現在）

	 パート数／7,258人（2011年9月30日現在）

	 ※1日8時間換算による月平均人数

◎役 員　　（2011 年 9月 30 日現在）

代表取締役社長	 粟田貴也

専 務 取 締 役 	 長沢　隆

取 締 役 	小畠義昭

取 締 役 	鈴木邦明

監 査 役 	安井義昭

監 査 役 	池田隆行

監 査 役 日野利泰

◎所有者別株式分布　　　　　　　　　　　　　 　（2011 年 9月 30 日現在）　◎株式の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2011年9月30日現在）

発行可能株式総数	 　576,000 株
発行済株式の総数	 　　196,170 株
株主数　	 7,116名

                             大株主                              持株数（株）     持株比率（％）

粟田貴也	 74,310	 37.88 

有限会社ティーアンドティー	 29,400	 14.98 

粟田利美	 14,190	 7.23 

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー	 7,030	 3.58 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）	 5,530	 2.81 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）	 4,577	 2.33 	

ザチェースマンハッタンバンク385036	 3,158	 1.60 

トリドール従業員持株会	 1,999	 1.01 	

ビービーエイチルクスフィデリティファンズパシフィックファンド	 1,892	 0.96 	

長沢 隆	 1,356	 0.69

発行済
株式数
196,170株

株主数
7,116名

個人・その他
97.60%

金融商品取引業者
0.24%

金融機関
0.31%

政府・地方公共団体
0.01%

その他の法人
0.67%

外国法人等
1.17%

個人・その他
62.47%

金融商品取引業者
0.59%

金融機関
8.15%

その他の法人
15.83%

外国法人等
12.97%

・・

事 業 年 度
期 末 配 当 金
受 領 株 主 確 定日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法

◇ 株 主メモ

毎年4月1日から翌年3月31日まで

　毎年6月
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒541-8502
大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
電話7 0120-094-777（通話料無料）
東京証券取引所
電子公告により当社ホームページに掲載いたします。
ホームページURL http://www.toridoll.com/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告　　
ができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

3月31日
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■
テ
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ビ
放
映
と
認
知
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向
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策
が
相
乗
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果
を
発
揮
！

　
6
月
に
は
、「
シ
ル
シ
ル
ミ
シ
ル
さ
ん

デ
ー
」（
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
）、「
リ
ン
カ
ー
ン
」

（
T
B
S
系
列
）と
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で

の
連
続
放
映
、
9
月
に
も
昼
の
情
報
番
組

「
ひ
る
お
び
！
」（
T
B
S
系
列
）の
放
映
が

あ
り
、全
国
ネ
ッ
ト
で『
丸
亀
製
麺
』の
露
出

が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
り
、非
常
に
大
き
な

反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
T
V
放
映
の
効
果
に
加
え
、前
期
か
ら

実
施
し
て
い
る
リ
ー
ド
サ
イ
ン
の
設
置
、

S
N
S
の
活
用
等
の
取
り
組
み
も
相
乗
的

な
効
果
を
生
み
、こ
れ
ま
で
よ
り
認
知
度
が

向
上
し
、潜
在
顧
客
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。今
後
も
、引
き
続
き『
丸
亀

製
麺
』の
認
知
向
上
を
図
り
、新
規
顧
客
の

獲
得
に
努
め
る
と
と
も
に
、季
節
感
を
意
識

し
た
フ
ェ
ア
メ
ニ
ュ
ー
の
継
続
投
入
や
セ
ッ

ト
販
売
の
実
施
な
ど
の
商
品
施
策
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

11/8にスタートした冬のフェアメ
ニュー。とろ〜りあんと生姜でぽっか
ぽか『玉子あんかけうどん』。（一部店
舗では販売していません）
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日
経
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R
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ア
2
0
1
1
に

　
出
展
い
た
し
ま
し
た

　
8
月
末
に
開
催
さ
れ
た
国
内
最
大
級
の
個
人
投
資
家
様
向

け
I
R
イ
ベ
ン
ト「
日
経
I
R
フ
ェ
ア
2
0
1
1
」に
今
年
も

出
展
し
ま
し
た
。
2
日
間
で
1
万
4
0
0
0
名
近
く
の
来
場

が
あ
り
、『
丸
亀
製
麺
』を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
当
社
ブ
ー
ス
に
も

多
く
の
投
資
家
様
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、代
表
取
締
役

社
長
粟
田
に
よ
る
会
社
説
明
会
に
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、ブ
ー
ス
内
で
は
2
日
間
で
合
計
15
回
の
ミ
ニ
会
社
説

明
会
を
開
催
、い
ず
れ
も
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、当
社
の
特

色
や
戦
略
な
ど
を
よ
り
一
層
ご
理
解
い
た
だ
き
、当
社
に
と
り

ま
し
て
も
投
資
家
の
皆
様
と
の
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
貴
重
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
、投
資
家
の

皆
様
に
当
社
に
対
す
る
ご
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
積
極
的
な
I
R
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎IRフェア当日に皆様からいただいた
　ご質問TOP3にお答えします！
Q1：株主優待はありますか？
A：現在のところ、株主優待は導入していません。現状は、中期目標である

『丸亀製麺』国内1,000店舗体制の実現と会社の成長を最優先課題と捉
え、内部留保は投資資金として活用していきたい考えです。当面は業績向
上に邁進し、配当性向20%を目安とした配当金により株主の皆様に平等
に利益還元をさせていただきたいと考えています。

Q2：株式分割と売買単位変更により何が変わるのですか？
A：10月1日付で、1株につき200株の割合で分割を行うとともに、単元株
制度の採用により売買単位を100株に変更しました。これにより、投資単
位当たりの金額を引き下げ、株式の流動性を高めて、株主の皆様にはより
投資していただきやすい環境を整えることができました。なお、株式分割
に伴い、配当予想につきましても、1株当たり11.5円としています。

Q3：丸亀製麺はなぜこれだけ早い出店が可能なのですか？

A：フランチャイズ展開だから高速出店が可能なのでは？ という声をよく
いただきますが、当社の店舗は全店直営です。麺やダシ、サイドメニューに
至るまで、ほとんど全ての商品を店内で素材から手づくりし、できたての商
品を提供しています。これだけの手間ひまをかけるには、「お客様に本当
に美味しい食事を召し上がっていただきたい」という“想い”をスタッフ全
員が理解した上で、共有することが必要です。そのためには、フランチャイ
ズ形式ではなく、直営での展開が最適だと考えています。この“こだわり”を
徹底追求し、地域のお客様に愛され続ける店舗づくりを行う姿勢は、今後
も変わることはありません。

今回で3年連続出展となった「日経IRフェア」。個人投資家の皆様との
直接的なコミュニケーションの機会として、意義深い時間となりました。

（※）
（※）

（※）2011年10月1日付の株式分割に伴い、発行可能株式総数は115,200,000株、発行済
　　株式の総数は39,234,000株となっています。



※この冊子についてのお問い合わせは、上記 IR 専用電話番号までお願いいたします。

http://www.toridoll.com/
当社はホームページにおきましても最新のトピックスをはじめとして、

IR 情報や会社情報など様 な々情報をご案内しております。

株式会社トリドール
〒651-0088  兵庫県神戸市中央区小野柄通 7 丁目1 番 1 号

日本生命三宮駅前ビル 11 階
TEL.078-200-3430（代表）  TEL.078-200-3433（IR 専用）

社長・粟田貴也が語る

逆風も追い風に変えた
トリドールの躍進力。
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